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まず，英語教育に関する論文である。「札幌市国際戦略プラン」（平成 26 年 3 月）を挙
げるまでもなく，札幌でもグローバル化への対応が必要になりつつある。英語コミュニケー
ション能力の向上は，高等教育機関である大学の課題であるとともに，地域における人材
育成の課題でもあろう。そこで，對馬論文は，札幌大学に開設されている「TOEIC A」
という授業科目を実践例として TOEIC®指導について報告し，また，大川論文は，教員
採用試験のための課外受験指導の実践を報告している。両論文とも，中学・高校でコミュ
ニケーションを重視した英語教育が充実してきているその反面で，語彙や文法の知識が弱
まっている傾向を指摘している点は興味深い。地に足を付けた地道な教育が求められてい
るということであろうか。 
さらに，飯田論文では，ロシア語に関する正課学習と正課外学習との連携の取組みを報
告している。それによれば，正課でのロシア語学習に加えて，動機付けのための行事，短
期・長期の留学，そして自主学習との有機的な連携が企図されているのだが，地域と大学
の連携という観点からは，やはりボランティア通訳活動が欠かせない。飯田論文では，実
際の経験から，ボランティア通訳活動の実施に際しては，受入機関と綿密に調整するなど
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して学生に過重な負担を課さないように留意することが重要であること，つまり，ボラン
ティア通訳活動のプログラム設計に際して教育効果を最優先に考慮すべきことを指摘して
いる。 
また，安田論文は，バレーボールを題材として，チームに共有されている試合中の心理
状態に，チームメートの言葉がどのような影響をもたらしているのか，特に，北海道の
チームの特徴を検討した。県民性という言葉もあるように，チームワークのやり方にも地
域性はあるに違いない。バレーボールに限らず，チームワークを必要とする場面は地域で
の様々な活動の中に多くあることから，ここで明らかにされている北海道の学生たちの特
性は，チームワークをこの地域で活性化させるための技法を豊かにするに違いない。 
最後に，荒木論文は，学生の主体性を引き出す「アクティブ・ラーニング」の実践例と
して，高大連携事業における学生の参加，具体的には，S高校のスキー校外合宿の活動補
助と夜間プログラムの自主運営の実践を報告している。主体性を引き出すためには，多く
の人との関わりこそ鍵となることが，そのポイントであろう。社会の中には実に多様な見
方が存在する。独りよがりの独白ではなく，他者を認めた対話こそ，地域では必要とされ
るのではないだろうか。 
本来であれば，札幌という地域を考えるにあたって，もっと多くの分野から，そしてよ
り深く検討することが望ましいだろう。しかし，バリエーションは少ないとはいえ，普段
は札幌という地域を直接扱うことのない分野からも検討してみたことは，この共同研究の
一つの意義であろう。共同研究者の一人ひとりの選んだテーマで書かれた論文を読むのは，
よく知った土地の意外な面を知ることに似て，研究代表者として楽しく，貴重な体験であっ
た。支配的な，一つのものの見方に拘らずに，多様な視点から札幌という地域を学ぶとい
うことは，言うのは簡単だが，やってみると存外に難しいものだ。愚直にこうした試みを
続け，より立体的に札幌という地域を描いていきたいと思う。
